
 

産業システム工学研究所活動報告書 
所 長 樋口 良之 

 
○研究目的 

 本研究所は、産業とそれに関係する地域社会

の課題解決を図ることを目的とする。それらの

課題は無尽蔵に存在するが、当面の課題として、

産業界と地域社会のニーズが寄せられ、研究所

研究員のシーズとマッチングする次のものと

した。 
（1）製造業に着目した産業構造の分析と考察 

（2）地方公共団体の管理する施設の省エネ最

適化診断と設備更新の検証 

（3）廃棄物資源循環、ロジスティクスのシミュ

レーション、設計、評価 
 
○研究メンバー 

＜研究代表者（研究所長）＞ 
樋口 良之 （共生システム理工学類・教授） 
 
＜研究分担者（プロジェクト研究員）＞ 
石川 友保 （共生システム理工学類・准教授） 
筧 宗徳 （共生システム理工学類・准教授） 
 
＜連携研究者（プロジェクト客員研究員）＞ 
國分 一典 （博士（工学）） 
太田 雅雄 （一級建築士、博士（理工学）） 
布宮 拓 （修士（理工学）） 
齋藤 恒宏 （エネルギー管理士） 
新井田 洋一 （エネルギー管理士） 
 
○研究活動内容 

 
(1) 製造業に着目した産業構造の分析と考察 
 地域経済の牽引力の一つである製造業に着

目し、市町村単位で産業構造を調査した。 
とりわけ、地域経済を支える製造業は、地域

内あるいは地域間において特色、差異や共通す

るところがある。それらの理解は、製造業を対

象にした支援や政策上で重要となる。そこで、

地域ごとに中分類程度に区分した製造業の従

業者数について階層クラスター分析を行った。

分類されたクラスターごとに確認、考察し、産

業政策立案の可能性と課題を明らかにした。こ

のことについて、次のとおり、日本経営システ

ム学会において発表した。 
・星堅人、前田清真、國分一典、樋口良之、従

業者数のクラスター分析による地域産業政策

立案の可能性と課題、第 69 回 日本経営システ

ム学会全国研究発表大会講演論文集、pp.130-
131。 
 
表 1 クラスター分析に用いたデータの一例 

図 1 クラスター分析結果の一例 

 
また、関連して、航空写真から太陽光発電

（PV）パネルが設置あるいは設置可能な工場

や商業建屋の屋根や屋上を AI で判別し、地域

の既設や未設の PV ポテンシャルを推計する方

法を開発し、福島県内の地域で検証し有効性を

確認した。産業構造が類似する地域、類似しな

い地域で、推計精度がどの程度に変動するかを

確認した。これにより、開発した推計方法の適

用範囲と精度を明らかにし、推計適用範囲を定

める方法、信頼性について考察した。このこと

について、次のとおり、日本経営システム学会

において発表した。 
・前田清真、國分一典、樋口良之、地域 PV 設

備容量ポテンシャル推計における地域産業構

造と AI 判別精度の関係、第 69 回 日本経営シ

ステム学会全国研究発表大会講演論文集、

pp.132-133。 
 
(2) 地方公共団体の管理する施設の省エネ最適

化診断と設備更新の研究 
財政難や労働力不足に伴い地方公共団体の

施設は老朽化が進んでいる。数十年前の設計に

基づく施工、老朽化した設備は、運転、維持に
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市町村 従業者数
那珂川町 14,624

岩国市 52,110
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同じ従業者数比率であっても
産業の集積規模が異なっている



 

もムダなコストを費やしている。このような施

設に対して、利用者の快適性を向上しつつ省エ

ネに取り組める診断について、ケーススタディ

を通して検証した。また、国や県の補助事業を

活用して設備更新を行えるかの可能性を検証

した。これらの検証は、福島県内の十数の地方

公共団体に及んだ。 
図 2 設備毎の電力使用状況の調査結果の一例 
図 3 災害時レジリエンス機能強化と平常時の

電気代節約の提案の一例 
 
現時点で、開示できない内容があるため、多

くを報告することができない。許諾を得た範囲

で開示すると、三春町、浪江町などにおいて管

理している施設の省エネ施策に必要な現状把

握を行った。また、実際に公募されてきた国補

助の事業へ適用できる設備更新計画、基本設計

のたたき台を提示し、財政負担の見積もりを提

示した。これらの活動に、当該地方公共団体か

ら感謝の意が寄せられた。また、次年度以降に、

国補助の事業へ応募する準備が検討され、引き

続き支援を行う予定である。 
 
 
(3) 廃棄物資源循環、ロジスティクスのシミュ

レーション、設計、評価の研究 
 一般廃棄物、産業廃棄物の収集運搬、処理処

分といった廃棄物流の中に存在する課題に対

して、省人化や ICT、IoT、AI 導入といった視

点で取り組んだ。とりわけ、技術移転が難しい

内容について経験や知識を不要とする強化学

習の適用に取り組んだ。具体的な成果として、

一般廃棄物の焼却処分場における焼却前のご

みピットの自動運転の検証を挙げることがで

きる。 
 研究では、離散系システムシミュレーション

上において、ごみピットクレーンの運転に強化

学習を適用し、ピットのごみ貯留量といった状

態に応じて報酬を設定することで長期の自動

運転を達成することができた。強化学習によっ

て実現される運転は、それまでの設計アルゴリ

ズムや運転者のノウハウや経験とは異なるも

のかもしれないが、結果として適切な挙動が期

待できる。 
図 4 ごみピットのモデリングイメージ 

 

このことについて、次のとおり、廃棄物資源

循環学会において発表した。 
・三浦雅樹、樋口良之、一般廃棄物焼却施設ピ

ットクレーン運転への強化学習適用と報酬付

与に関する一考察、第 33 回 廃棄物資源循環学

会研究発表会講演集、pp.299-300。 
 
以上のとおり、令和 4 年 10 月に発足した産

業システム工学研究所の令和 5年 3月までの活

動について報告する。 


